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5）婦人科癌に対する放射線療法
一

放射線腫瘍医 の 立場か ら

北里大学医学部放射線科学教授 早 川 和　 重

　が ん の 治療は
， 大きく手術療法，放射線療法，

化学療法に分け られ るが ，そ れぞれの特徴か ら，

手術療法と放射線療法は局所療法 として ，また，

放射線療法と化学療法は非観血療法 として 包括 さ

れ る．が ん は組織型や発生 部位 ご とに特徴を有し，

局所 の 増殖 ・浸潤，所属 リ ン パ 節転移，遠隔転移

の 様式が異なるた め，そ れ ぞれ の 治療法が単独 に

あ るい は組 み合 わせ て （集学療法）用 い ら れて い

る．放射線治療 の 特徴 として は，  病巣部を切 除

しない の で，形態や 機能 を温存する こ とがで きる

こ と， 
一般的に化学療法に比べ ，全身へ の 影響

が少ない こ と，   副作用 に急性反応 と晩発性（遅発

性）反応が ある こ と
，   通院治療が 可能で ある こ

と，などが挙げ られ る．婦人科癌で放射線療法の

対象 となる の は，子宮頸癌が代表的で あ り，他 に

子宮体癌，腟癌が ある．卵巣癌は化学療法の 進歩

によ り手術 ＋ 化学療法が標準治療 で ある．放射線

療法を有効に活用す る ため には
， 放射線生物学，

放射線病理学 ， 放射線物理 学ある い は放射線管 理

学な ど放射線科学に関する基礎知識は い うまで も

な く，婦 入科（外科）腫瘍学，内科腫瘍学 を含む 臨

床腫瘍学 の 知識 も必要 で ある．また，放射線療法

は，正常組織 腫瘍組織 の放射線に対する感受性 ・

反応性 の 差 を利用 して 行 う治療で あ り，放射線の

細胞 ， 組織 ， 臓器 の 各レ ベ ル に対 する効果を十分

理解す る 必要が ある．本講演 で は放射線療法の 基

礎 的事項 を中心に そ の役割 につ い て述べ る．

6）男性不妊症診療の 進歩
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　男性不妊症 は不妊症原因の 半数近 くを占め
， 不

妊症診療に携わ る産婦人科医に も知 っ て い ただ き

た い 事柄も少な くない ．本講演で は男性不妊症診

療の最近 の 進歩 に つ い て 概説 させ て い た だ く．

　男性不妊症 の 治療は，妊孕性の 回復 を日指す外

科的および 内科的治療 と ICSIを前提 とした精子

採取 を 目指す治療に大別される，それぞれの 治療

法お よび成績に つ い てお 示 しす る．特 に microdis ・

section 　TESE に つ い て は ，その 手技 も含め て 治療

成績に つ い てお示 しする．

　無精 jt’症 ・高度乏精了症患者で は染色体異常や

Y 染色体微小欠失を高頻度に有 し，ICSI 等に よ り

子孫に その異常が伝播 される こ とが問題 にな っ て

い る。本講演で は，Y 染色体ゲ ノ ム に特徴的なパ

リ ン ドロ
ーム 構造に つ い て御説明 した うえで ， そ

の 欠失を中心 に，男性不妊症患者に認め られる精

了
一
形成関連遺伝子の 異常を紹介す る．また，男性

不妊症患者，特に無精子症 ・高度乏精 子症患者に

対する DNA 診断 につ い て 言及する，

　最後 に，精巣輸出管注入 や再生 医療など，新た

な治療法 開発の 取 り組み に つ い て ご紹介する．
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